
技能向上に活かします
渡辺組様から，卓球のレシーブマシーンと剣道の

１月２０日(木)，鹿島支所・鹿島小学校・鹿島公民館を会場に「鹿島 二段打ち練習機等を御寄贈していただきました。こ
中学校区小中一貫教育実践発表会」が行われました。当日は，島内・島 れにより，人数がそろわない場合でもそれぞれ各人
外合わせて６０名近くの先生方が，鹿島中学校区の実践を参観に来られ で練習に取り組むことができるようになりました。
ました。 本当にありがとうございました。

小学校では３・４年生を対象に担任と中学校の英語教諭とで外国語活
動の授業を，中学校では中学生全員と小学５・６年生を対象にコミュニ
ケーション科の授業を行いました。どちらの授業もこれまで取り組んで
きた小中一貫の実践をしっかりと伝えることができました。さらに，保
護者や地域の方には運営のお手伝い，授業や全体会の参観等でご協力を
いただき，ありがとうございました。

また，この会に先立ち，３年生と１２年生の１グループが１８日に発
表を行いました。こちらも，充実した発表となりました。

インフルエンザ・風邪に注意
気温の低下や空気の乾燥により，風邪やインフル

エンザが流行りやすい状況となっています。風邪や
インフルエンザにかかると，本人だけでなく周りの
方も困ることが出てきます。帰宅後には必ず「手洗
い・うがい」の励行を
お願いいたします。

ラストスパート，がんばれ３年生
いよいよ私立高等学校の受験が始まります。これ

まで３年生は，それぞれが自分の目標に向かって懸
命に，努力に努力を重ねてきています。

寒さもこれから益々厳しくなってくる
ことが予想されますが，風邪等には十分
気をつけて，万全の体勢で臨んでほしい
と思います。全校生徒・全教職員，３年
生の皆さんの合格を祈っています。

睦月鹿島中学校だより

和・輪・我
平成２３年１月発行
薩摩川内市立鹿島中学校

， 。年度当初に立てた目標を振り返らせ 達成できるように努めさせる

一事徹底事項： 早めに登校しよう 「家庭学習の充実」他「 」

２月の生活努力目標

９日(水)：生徒会活動の日

○１１日(金)：建国記念の日，部活動休止( 日)~17
○１６日(水)：家庭学習の日

：学年末テスト(～ 日)17
○１８日(金)：夜回り( )19:00~
○２２日(火)：中学入学説明会，納金日

○２４日(木)：ＰＴＡ理事会( ，図書室)17:30~
○２５日(金)：読書リレー

○ 県中学校音楽コンクール：
小アンサンブル部門銀賞受賞

○ 南日本新聞若い目掲載：真司君「祖母の目」
希望君「自分が挑むべき課題」

○ ラジオわたしたちの作文：和史君MBC
「優しさを通い合わせたボランティア」
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１月７日(金)朝６：３０から子ども会主催による法螺貝ふき鬼火焚きが行われました。鬼を追い払う法螺貝等をふきながら町内を練
り歩きました。歩き終えた後は，鬼火焚きの火とお母さん方手作りのぜんざいで体を温めました。ご協力，ありがとうございました。

鹿島に関わる人たちに感謝を込めて
～小中一貫教育実践発表会を終えて～

校長 河野通芳

１月２０日に小中一貫教育実践発表会を開催しました。当日
は，あいにくのシーホークドック入りで，薩摩川内市からの参
加は少なくなってしまいましたが，下甑の多数の小中学校の先
生方と支所やＰＴＡ会員，地域の方々などで，鹿島地域として
は，盛大な発表会になり，寒い中をわざわざ鹿島に来ていただ
いた方に感謝したいと思います。

限られた時間の中で，小学校の英語活動及び中・後期(小５
～中３）までのコミュニケーション科「鹿島学入門」の研究授
業と研究発表，協議を中心とした全体会を行いました。

鹿島学の授業では，旧村議会議事堂を使って，梶原五郎支所
「 」長と宮産業建設課長をアドバイザーにお招きして 鹿島の漁業

について，今まで調べたことから具体的な提言をまとめ発表す
ることができました。

生徒たちは，漁業関係者へのインタビューや実地調査から多
くのことを学び，鹿島でとれた魚のブランド化や後継者確保と
いう形で提言にまとめてくれました 「このアイデアは実際に。
使えないか検討したい」というアドバイスは，生徒たちへの温

， 「 ，かい励ましになり 同時に 鹿島について体系的に学ぶことで
鹿島をよく知り 自然を愛し 鹿島に貢献していこうする意識を, ,

」 ，もたせる という鹿島学の目的の一端が果たせたという意味で
たいへんうれしく思い感謝しています。

このような活動が，成り立っていくのも鹿島支所や漁業関係
者の支援体制が，薩摩川内市の多くの校区のどこにも負けない
すばらしいものだからできることです。その支援に負けないよ
うに，生徒たちも先生方も一生懸命がんばってくれたことが，
すばらしい発表につながったと発表に携わった感謝の気持ちで
いっぱいです。

実践発表会で味わった，鹿島に関わ
る多くの人々への感謝の気持ちを忘れ
ず，これからの鹿島中をもっと地域に
開かれたものにしていくとともに，鹿
島のよさをもっと多くの方に知っても
らうよう情報発信していきたいと思い
ます。

外
国
語
活
動
↑

コ
ミ
ュ
科
発
表
↓

全
体
会
↑
↑

発
表
会
①
↑


